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1. 平成29年3月期第3四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第3四半期 108,541 1.4 3,649 121.4 4,180 96.9 1,945 1.7
28年3月期第3四半期 107,084 1.1 1,648 15.3 2,123 18.2 1,913 197.0

（注）包括利益 29年3月期第3四半期 2,755百万円 （5.1％） 28年3月期第3四半期 2,621百万円 （133.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第3四半期 21.91 ―
28年3月期第3四半期 20.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年3月期第3四半期 136,522 53,046 38.5
28年3月期 139,839 54,961 37.7
（参考）自己資本 29年3月期第3四半期 52,597百万円 28年3月期 52,777百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00
29年3月期 ― 3.00 ―
29年3月期（予想） 3.00 6.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 159,000 5.1 6,900 35.6 7,000 24.9 3,400 △5.0 38.66



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半
期財務諸表のレビュー手続は終了しました。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載した業績予想等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在において入手している情報に基づき作成したものであり、実際の業績等は
今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について、四半期決
算短信（添付資料）２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期3Q 96,707,842 株 28年3月期 96,707,842 株
② 期末自己株式数 29年3月期3Q 11,249,875 株 28年3月期 3,281,058 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期3Q 88,776,154 株 28年3月期3Q 93,435,495 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア諸国における景気の減速懸念や英国のEU離脱問題に起因

する世界経済への悪影響等から、先行き不透明な状況が続いたものの、政府による各種景気刺激策の効果等により、

国内経済は緩やかな回復基調で推移しました。

　その中で当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は108,541百万円（前年同期比1.4％増）、経常利益は

4,180百万円（同96.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,945百万円（同1.7％増）となりました。

　セグメントの業績は次の通りです。

〔段ボール〕

　段ボールの需要は、国内経済が緩やかな回復傾向にある中、期間中では前年同期を上回る見通しとなりました。

　当社グループの段ボール生産量も、加工食品や通販・宅配向けが増加し、需要と同程度の伸長率となりました。

　段ボールの売上高は、販売量が増加しましたが、価格の軟調傾向により63,920百万円（前年同期比2.6％減）となり

ました。営業利益は、原燃料のコスト削減効果もあって4,886百万円（同45.8％増）となりました。

〔住宅〕

　住宅市場においては、雇用・所得環境が引き続き改善傾向にあるほか、政府の住宅支援策の追加や日銀によるマイ

ナス金利政策による住宅ローン金利の低下等により住宅取得の需要はおおむね堅調に推移しました。

　スウェーデンハウス㈱は、「オリコン日本顧客満足度ランキング」で２年連続第１位の受賞を積極的に訴求すると

ともに新コンセプト商品「Bara vara(ボーラ ヴォーラ）」の販売、ZEH対応商品「HUS ECO ZERO 2016 LIMITED

EDITION」の発表等を通して住宅展示場への集客強化、高級層への浸透、紹介受注強化等に取組みました。

　売上高は23,043百万円（前年同期比8.4％減）となりました。売上が第４四半期に集中し上半期はコストが先行する

という住宅事業の特性もあり、営業損失は1,800百万円（前年同期は営業損失2,079百万円）となりました。

〔運輸倉庫〕

　運輸倉庫においては、熊本地震や北海道地区の台風の影響があったものの、長野等新拠点の業務開始等で取扱量が

増加し、売上高は21,577百万円（前年同期比32.4％増）となり、営業利益は、車両不足やドライバー不足等による運

行効率の悪化もありましたが新物流センターの投資効果やコスト削減に努めた結果1,086百万円（同15.7％増）となり

ました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、たな卸資産の増加等がありましたが、現金及び預金の減少により前連結

会計年度末比3,317百万円減少し136,522百万円となりました。負債は長期借入金の減少等により前連結会計年度末比

1,402百万円減少の83,475百万円となり、純資産の部は利益剰余金が増加したものの自己株式取得により前連結会計年

度末比1,915百万円減少の53,046百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期累計期間の業績を踏まえ、通期の連結業績予想につきましては、平成28年11月１日に発表いたしまし

た業績予想の達成に引続き努めてまいりますので、これを変更しておりません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第３四半期連結累計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 15,292 9,379

受取手形及び売掛金 25,944 29,047

たな卸資産 9,573 13,230

その他 5,101 5,167

貸倒引当金 △150 △148

流動資産合計 55,761 56,676

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 26,835 26,126

機械装置及び運搬具（純額） 14,608 14,082

土地 25,498 25,459

その他（純額） 1,842 1,900

有形固定資産合計 68,785 67,568

無形固定資産 335 262

投資その他の資産

投資有価証券 11,110 8,201

その他 4,154 4,106

貸倒引当金 △308 △292

投資その他の資産合計 14,957 12,015

固定資産合計 84,078 79,846

資産合計 139,839 136,522
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,231 16,248

短期借入金 2,254 2,612

1年内返済予定の長期借入金 5,614 7,870

未払法人税等 1,790 1,259

賞与引当金 1,601 745

その他の引当金 297 217

その他 11,241 12,527

流動負債合計 39,030 41,482

固定負債

長期借入金 36,398 32,215

退職給付に係る負債 3,785 3,855

その他の引当金 643 643

その他 5,019 5,277

固定負債合計 45,847 41,993

負債合計 84,877 83,475

純資産の部

株主資本

資本金 13,669 13,669

資本剰余金 11,138 11,234

利益剰余金 26,414 27,789

自己株式 △685 △3,027

株主資本合計 50,536 49,666

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,275 2,752

繰延ヘッジ損益 - 82

為替換算調整勘定 84 113

退職給付に係る調整累計額 △119 △17

その他の包括利益累計額合計 2,241 2,930

非支配株主持分 2,184 449

純資産合計 54,961 53,046

負債純資産合計 139,839 136,522
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 107,084 108,541

売上原価 88,052 88,325

売上総利益 19,031 20,216

販売費及び一般管理費 17,383 16,566

営業利益 1,648 3,649

営業外収益

受取利息及び配当金 176 158

持分法による投資利益 273 281

雑収入 327 359

営業外収益合計 777 799

営業外費用

支払利息 130 106

固定資産賃貸費用 91 99

雑損失 80 63

営業外費用合計 302 268

経常利益 2,123 4,180

特別利益

保険差益 1,613 360

投資有価証券売却益 - 15

補助金収入 1,241 -

特別利益合計 2,854 375

特別損失

投資有価証券売却損 - 136

固定資産処分損 94 115

子会社株式評価損 - 46

減損損失 1 1

固定資産圧縮損 1,344 -

その他 0 -

特別損失合計 1,441 299

税金等調整前四半期純利益 3,536 4,256

法人税、住民税及び事業税 2,042 2,312

法人税等調整額 △687 △131

法人税等合計 1,355 2,180

四半期純利益 2,181 2,075

非支配株主に帰属する四半期純利益 267 130

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,913 1,945

決算短信（宝印刷） 2017年01月27日 19時23分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



㈱トーモク(3946) 平成29年３月期 第３四半期決算短信

― 7 ―

四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 2,181 2,075

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 481 567

繰延ヘッジ損益 - 82

為替換算調整勘定 29 18

退職給付に係る調整額 △85 3

持分法適用会社に対する持分相当額 14 7

その他の包括利益合計 440 679

四半期包括利益 2,621 2,755

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,335 2,634

非支配株主に係る四半期包括利益 286 120
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は平成28年５月13日及び平成28年８月５日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読

み替えて適用される同法第156条の規定に基づく自己株式の取得に係る事項を決議し、当該決議に基づき自己株式

を取得いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が2,340百万円増加しております。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
（注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

段ボール 住宅 運輸倉庫 計

売上高

外部顧客への売上高 65,634 25,152 16,296 107,084 ― 107,084

セグメント間の内部売上高
又は振替高

251 76 3,206 3,533 △3,533 ―

計 65,886 25,228 19,502 110,617 △3,533 107,084

セグメント利益又は損失(△) 3,352 △2,079 938 2,212 △563 1,648

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△563百万円には、セグメント間取引消去26百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△590百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２ セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
（注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

段ボール 住宅 運輸倉庫 計

売上高

外部顧客への売上高 63,920 23,043 21,577 108,541 － 108,541

セグメント間の内部売上高
又は振替高

256 8 3,168 3,433 △3,433 －

計 64,177 23,052 24,745 111,975 △3,433 108,541

セグメント利益又は損失(△) 4,886 △1,800 1,086 4,172 △522 3,649

(注) １ 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△522百万円には、セグメント間取引消去34百万円及び各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△557百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管

理費であります。

２ セグメント利益又は損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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